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以上の結果より， トカゲ亜日では，それぞれの棲息する光環境に対して. (1)視細胞の形態の変化. (2) 発色団の変






ている視物質 cDNA をクローン化し，全塩基配列を決定し，アミノ酸配列を推定した。またそれらの cRNA による
in-situ-hy bridization や抗体染色法により，発現する細胞を確認した。その結果，昼行性トカゲでロドプシンを失い，
夜行性ヤモリで青感受性視物質を失って，昼行性ヤモリでは，赤，緑紫感受性視物質以外に，他の生物では松果体で
しか発現していないというピノプシンが網膜で発現しているを明らかにした。この結果は単に視物質の進化の研究に
貢献するだけでなく， ダーウィンの進化論では明確でない，環境因子が分子的進化に及ぼす影響についての確実な知
見を与えるものであり，進化に対する考え方にも大きく寄与するものであるo よって博士(理学)の学位論文として
認める。
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